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田原城跡

渡
辺
崋
山
と
靉あ

い

光み
つ

と

愛
知
県
美
術
館
長
　
牧
　
野
　
研
一
郎

愛
知
県
美
術
館
で
は
本
年
六
月
四
日
か
ら
七
月
十
一
日
ま
で
一
カ
月
あ
ま
り
の
期
間
、

田
原
市
博
物
館
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
も
と
に
「
田
原
市
博
物
館
の
名
品
に
よ
る
渡
辺

崋
山
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

渡
辺
崋
山
の
資
料
の
収
蔵
に
お
い
て
全
国
随
一
の
規
模
を
誇
る
田
原
市
博
物
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
絵
画
作
品
を
中
心
に
重
要
文
化
財
８
件
を
含
む
３７
件
を
一
堂
に
展
示

し
た
こ
の
展
覧
会
は
、
小
規
模
な
が
ら
、
崋
山
の
足
跡
や
多
様
な
画
業
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
大
変
充
実
し
た
内
容
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
急
に
開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
充
分
な
予
算
的
措
置
が
と
れ
ず
、
図
録
の
制
作
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

広
報
面
に
お
い
て
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。
そ
れ
で
も
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
知
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
、
か
な
り
遠
方
の
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
ま
た
会
期
中
に
開
催
し
た
記
念
講
演
会
に
も
多
く

の
聴
衆
が
集
ま
る
な
ど
人
々
の
崋
山
へ
の
関
心
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
会
は
田
原
市

博
物
館
学
芸
員
の
鈴
木
利
昌
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
渡
辺
崋
山
の
絵
画
と
生
涯
」
と
題
し
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
懇
切
丁
寧
で
的
確
な
話
し
ぶ
り
は
聴
衆
を
魅
了
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
講
演
を
聞
き
な
が
ら
、

一
方
で
私
は
吉
澤
忠
先
生
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
戦
時
下
の
昭
和
十
七
年
に
『
国
華
』
に
発
表
し
た

「
南
画
と
文
人
画
」
以
後
、
南
画
の
体
系
的
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
す

が
、
単
行
図
書
と
し
て
最
初
に
上
梓
さ
れ
た
の
は
日
本
美
術
史
叢
書
中
の
一
巻
『
渡
辺
崋
山
』（
昭
和
三
十
一
年
）
で
し
た
。

ま
た
田
原
蟄
居
中
に
制
作
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
「
崋
山
の
矛
盾
―
特
に
そ
の
線
描
に
つ
い
て
―
」（『
美
術
史
９
』
昭

和
二
十
八
年
）
で
、
崋
山
の
思
想
と
絵
画
と
の
問
題
を
鋭
く
論
じ
て
い
ま
す
。
先
生
は
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
と
い
う
動
乱

の
時
代
に
美
術
史
研
究
者
と
し
て
青
壮
年
期
を
送
る
な
か
で
、
絵
画
も
思
想
で
あ
る
と
い
う
強
い
確
信
を
抱
き
、
画
家
の

生
き
方
と
絵
画
と
の
関
連
を
追
求
す
る
一
連
の
論
考
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
崋
山
は
そ
の
格
好
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
先
生
は
な
が
く
『
国
華
』
の
編
輯
委
員
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
私
の

卒
業
論
文
の
指
導
教
官
は
、
そ
の
年
を
最
後
に
退
官
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
吉
澤
先
生
で
し
た
。
世
間
的
に
は
先
生

の
最
後
の
不
肖
の
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
私
は
田
能
村
竹
田
の
「
山
中
人
饒
舌
」
の
講
読
の
ゼ
ミ
に
は
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
南
画
を
専
攻
し
よ
う
な
ど
と
い
う
身
の
程
知
ら
ず
な
野
望
を
抱
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
ゼ
ミ
で
は
、
今
日
の
大
学
教
育
で
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
生
が
出
来
の
悪
い
学
生
に
白
墨
を
投
げ
つ
け
る
と

い
う
光
景
が
よ
く
見
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
大
学
で
は
四
回
生
に
な
る
と
、
壇
上
に
一
列
に
並
ん
だ
教
官
の
前
で
学
生
が

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
発
表
し
、
そ
こ
で
指
導
教
官
が
決
ま
る
の
で
す
が
、
私
が
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
近
代
の
洋
画

家
・
靉
光
で
し
た
。
当
時
、
大
学
に
は
近
代
絵
画
史
を
専
門
に
す
る
教
官
な
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
誰
が
指
導
教
官

と
な
る
の
か
皆
目
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
と
に
よ
る
と
テ
ー
マ
を
替
え
る
よ
う
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
が
「
靉
光
」
と
言
う
と
、
他
の
教
官
が
「
そ
れ
で
は
吉
澤
さ
ん
だ
」
と
直
ぐ
に
言
わ
れ
、
先
生
も
肯
か

れ
て
、
あ
っ
け
な
く
指
導
教
官
と
な
っ
た
の
で
す
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
吉
澤
先
生
が
近
代
の
画
家
の

中
で
最
も
高
く
評
価
し
て
い
た
の
が
靉
光
で
し
た
。
真
摯
に
時
代
と
対
峙
し
、
そ
れ
を
絵
画
表
現
に
高
め
て
い
っ
た
靉
光

の
作
品
は
、
確
か
に
「
画
も
思
想
で
あ
る
」
と
い
う
先
生
の
目
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
先
生
は
靉
光
の

未
亡
人
や
、
井
上
長
三
郎
氏
、
難
波
田
龍
起
氏
な
ど
靉
光
の
周
辺
の
画
家
、
あ
る
い
は
現
代
画
廊
の
洲
之
内
徹
氏
、
宮
川

寅
雄
氏
な
ど
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
紹
介
状
を
書
い
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
こ
の
上
な
く
親
切
な
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
だ

と
今
更
な
が
ら
思
い
ま
す
。
崋
山
展
を
機
に
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。



崋
山
・
史
学
研
究
会
の
会
長
で
、
企
画
の

段
階
か
ら
こ
の
『
崋
山
会
報
』
の
編
集
に
携

わ
ら
れ
た
故
渡
邉
亘
祥
氏
が
、
二
〇
一
〇
年

（
平
成
二
二
年
）
七
月
二
七
日
、
食
道
癌
に
よ

り
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
氏
は
、
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）

一
月
二
日
に
田
原
町
築
出
（
現
田
原
市
田
原

町
）
に
生
ま
れ
、
愛
知
県
立
成
章
高
等
学
校

普
通
科
、
金
沢
大
学
法
文
学
部
法
学
科
を
卒

業
後
、
母
校
で
あ
る
成
章
高
等
学
校
に
奉
職

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
成
章
高
等
学
校
教

頭
、
愛
知
県
立
豊
橋
商
業
高
等
学
校
校
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
か
ら
渡
辺
崋
山
や
田
原
藩
の
藩
校

成
章
館
に
つ
い
て
興
味
を
持
た
れ
、
一
九
八

三
年
（
昭
和
五
八
年
）
に
は
財
団
法
人
崋
山

会
理
事
で
あ
っ
た
故
小
澤
耕
一
氏
を
編
集
委

員
長
に
戴
い
て
『
成
章
八
十
年
史
』
の
編
集

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
に
は
、

そ
の
前
年
に
財
団
法
人
と
な
っ
た
崋
山
会
の

中
に
、
崋
山
・
史
学
研
究
会
を
発
足
さ
せ
初

代
会
長
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九

六
年
（
平
成
八
年
）
か
ら
は
崋
山
会
の
評
議

員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

渡
邉
氏
は
、
ご
自
分
を
中
心
に
企
画
さ
れ
、

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
考
案
さ
れ
た
こ
の
『
崋
山
会

報
』
を
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
一
九
九
八
年

（
平
成
一
〇
年
）
一
〇
月
一
一
日
に
発
行
さ
れ

た
創
刊
号
か
ら
、
大
変
多
く
の
論
考
を
寄
稿
さ

れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
そ
の
内
容
を
列
挙
し
ま

す
（
カ
ッ
コ
内
は
発
行
日
）。

創
刊
号
（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
紀
行
文
　
参
海
雑
志
　
前
編
」

第
２
号
（
平
成
一
一
年
三
月
一
一
日
）

「
紀
行
文
　
参
海
雑
志
　
後
編
」

第
５
号
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
崋
山
史
跡
紹
介
　
龍
泉
寺
（
熊
谷
市
）

埼
玉
県
熊
谷
市
三
ヶ
尻
」

第
７
号
（
平
成
一
三
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
崋
山
・
史
学
研
究
会
だ
よ
り
　
崋
山
の
書

①
」

第
８
号
（
平
成
一
四
年
四
月
一
一
日
）

「
崋
山
・
史
学
研
究
会
だ
よ
り
　
崋
山
の
書

②
」

第
１０
号
（
平
成
一
五
年
四
月
一
一
日
）

「
第
九
番
（
合
唱
）
と
『
四
州
真
景
』
の
ス

ケ
ッ
チ
」

第
１２
号
（
平
成
一
六
年
四
月
一
一
日
）

「「
鴃
舌
小
記
」
・
「
鴃
舌
或
問
」
①
」

第
１３
号
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
）

「「
鴃
舌
小
記
」
・
「
鴃
舌
或
問
」
②
」

第
１４
号
（
平
成
一
七
年
四
月
一
一
日
）

「「
鴃
舌
小
記
」
・
「
鴃
舌
或
問
」
③
」

第
１５
号
（
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
一
日
）

「「
鴃
舌
小
記
」
・
「
鴃
舌
或
問
」
④
」

第
１６
号
（
平
成
一
八
年
四
月
一
一
日
）

「「
鴃
舌
小
記
」
・
「
鴃
舌
或
問
」
⑤
」

第
１７
号
（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
外
国
事
情
書
①
」

第
１８
号
（
平
成
一
九
年
四
月
一
一
日
）

「
渡
辺
崋
山
「
外
国
事
情
書
」
②
」

第
１９
号
（
平
成
一
九
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
渡
辺
崋
山
「
外
国
事
情
書
」
③
」

第
２０
号
（
平
成
二
〇
年
四
月
一
一
日
）

「
渡
辺
崋
山
「
外
国
事
情
書
」
④
」

第
２１
号
（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
渡
辺
崋
山
「
外
国
事
情
書
」
⑤
」

第
２２
号
（
平
成
二
一
年
四
月
一
一
日
）

「
渡
辺
崋
山
「
外
国
事
情
書
」
⑥
」

第
２３
号
（
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
渡
辺
崋
山
「
外
国
事
情
書
」
⑦
（
最
終
回
）」

以
上
の
通
り
で
す
。
こ
の
『
崋
山
会
報
』

は
今
回
が
第
２５
号
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
方
々
が
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
、
渡
邉
氏
が
執
筆
さ
れ
た
分
量
が
最
も
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。

渡
邉
氏
は
お
よ
そ
二
年
間
闘
病
さ
れ
た
と

聞
き
ま
す
。
最
後
に
連
載
さ
れ
た
「
外
国
事

情
書
」
の
寄
稿
は
そ
の
期
間
と
重
な
り
ま
す
。

最
終
回
の
最
後
に
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
遊
ば

れ
、
長
く
勤
務
さ
れ
た
成
章
高
等
学
校
の
隣

に
あ
る
、
池
ノ
原
公
園
の
渡
辺
崋
山
の
銅
像

の
写
真
で
締
め
括
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
①

渡
辺
崋
山
と
靉あ

い

光み
つ

と
牧
野
研
一
郎

Ｐ
②

渡
邉
亘
祥
氏
の
思
い
出

目
　
次

Ｐ
③

画
家
渡
辺
崋
山
の
心
象

『
林
述
斎
肖
像
稿
』

Ｐ
④

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
②

Ｐ
⑧

博
物
館
収
蔵
品
か
ら

渡
辺
崋
山
筆

『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
③

Ｐ
⑩

崋
山
の
田
原
行
（
九
）

Ｐ
⑫

研
修
視
察
　
後
編

Ｐ
⑮

田
原
市
博
物
館

か
ら
ご
案
内

渥
美
郷
土
資
料
館

Ｐ
⑯
財
団
法
人
崋
山
会
か
ら
ご
案
内

田
原
市
博
物
館
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耕
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氏



3

天
保
年
間
（
一
八
三
十
年
代
後
半
）

紙
本
墨
画
淡
彩

縦
一
五
六
・
五
㎝
横
八
七
・
六
㎝

田
原
市
博
物
館
蔵

林
述
斎
（
一
七
六
八
〜
一
八
四
一
）
は

名
を
衡
（
た
い
ら
）
と
い
い
、
美
濃
国
岩

村
藩
主
松
平
乗
蘊
（
の
り
も
り
）
の
子
で
、

和
漢
の
典
籍
に
通
じ
、
寛
政
五
年
（
一
七

九
三
）
に
二
十
六
歳
で
幕
府
の
命
に
よ
っ

て
林
家
を
継
い
だ
。
林
家
の
私
塾
で
あ
っ

た
湯
島
の
聖
堂
を
幕
府
の
学
問
所
「
昌
平

黌
」
と
し
た
。
松
崎
慊
堂
・
佐
藤
一
斎
を

擁
し
、
学
徒
の
養
成
に
努
め
、
林
家
の
中

興
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
肖
像
で
は
鬢
に
白

髪
が
混
じ
り
、
林
家
の
紋
を
つ
け
、
ふ
く

よ
か
な
そ
の
姿
は
六
十
歳
代
と
思
わ
れ

る
。
述
斎
の
肖
像
画
は
伝
谷
文
晁
を
は
じ

め
数
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。
崋
山
は
文
政

年
間
に
松
崎
慊
堂
（
関
東
大
震
災
で
焼

失
）
・
佐
藤
一
斎
の
肖
像
画
を
描
い
て
い

る
。
こ
の
林
述
斎
肖
像
稿
も
依
頼
画
の
下

書
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
天

保
十
年
五
月
に
蛮
社
の
獄
で
崋
山
が
捕
え

ら
れ
た
際
、『
慊
堂
日
暦
』
同
年
五
月
二

十
八
日
の
条
に
よ
れ
ば
、「
林
門
ハ
崋
山

ノ
籍
ヲ
ケ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

命
ズ
」
と
あ
り
、
完
成

画
も
廃
棄
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
光
が
あ

た
る
顔
の
正
面
に
は
明

る
い
肌
色
を
使
用
し
、

顔
の
側
面
と
首
に
や
や

濃
い
色
を
塗
る
こ
と
に

よ
り
、
立
体
感
を
描
き

出
す
。
崋
山
が
西
洋
画

か
ら
取
り
入
れ
た
陰
影

技
法
が
駆
使
さ
れ
て
い

る
。
正
面
を
見
据
え
た

そ
の
眼
差
し
は
、
大
名

家
出
身
の
学
者
で
あ

り
、
そ
の
ゆ
る
ぎ
な
い

自
信
と
剛
直
な
性
格
を

充
分
に
表
現
し
て
い

る
。
こ
の
作
品
は
、
慶

応
義
塾
学
長
も
務
め
た
小
泉
信
三
（
一
八

八
八
〜
一
九
六
六
）
の
旧
蔵
で
、
箱
書
は

帝
展
委
員
の
田
中
頼
璋
（
一
八
六
八
〜
一

九
四
〇
）
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に

書
い
て
い
る
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

〇
）
東
京
国
立
博
物
館
の
南
画
名
作
展
に

松
林
桂
月
の
推
選
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
目
録
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
一
時
タ
イ
国
に
持
ち
出

さ
れ
た
が
、
幸
い
に
日
本
へ
持
ち
帰
ら
れ

た
。

田
原
市
博
物
館
学
芸
員
　
鈴
木
利
昌
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志
村
一
里
塚

国
指
定
史
跡
　
東
京
都
板
橋
区
志
村
一
丁
目

（
都
営
地
下
鉄
三
田
線
志
村
坂
上
駅
前
）

崋
山
は
、
志
村
で
生
田
万
と
出
会
っ
た
。

ま
た
（
生
田
万
が
）
言
う
こ
と
に
、
大
昔
（
漢
字
が
伝

わ
る
以
前
）
か
ら
国
字
が
あ
っ
た
が
、
後
の
世
に
、
そ
の

伝
え
を
失
っ
た
。
契
沖
、（
賀
茂
）
真
淵
、（
本
居
）
宣
長

ら
の
仲
間
は
こ
れ
（
国
字
が
あ
っ
た
こ
と
）
を
疑
っ
た
が
、

平
田
篤
胤
に
至
っ
て
た
い
へ
ん
信
じ
た
。
つ
い
に
分
析
し

て
十
三
体
（
の
神
代
文
字
）
を
見
つ
け
た
。
一
字
一
音
で

今
の
仮
名
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
は
す
な
わ
ち
、
出

雲
大
社
の
所
蔵
す
る
竹
簡
漆
書
で
あ
り
、
皆
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
あ
る
い
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
神
宝
所
収
と
伝
わ
る

写
本
、
都
（
？
）
の
法
隆
寺
に
伝
わ
る
所
の
写
本
、
壱
岐

の
鬼
窟
に
刻
ま
れ
た
神
字
、
越
後
の
弥
彦
神
社
の
上
宮
太

子
（
聖
徳
太
子
＝
厩
戸
王
）
の
納
め
た
神
字
訓
詁
本
を
い

う
。

※

生
田
万

一
八
〇
一
―
三
七
　
上
州
（
群
馬
県
）

館
林
の
人
。
平
田
篤
胤
の
門
弟
で
、
藩
政
改
革
を
求

め
る
意
見
書
を
館
林
藩
主
に
提
出
し
て
追
放
さ
れ

る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
越
後
柏
崎
（
新
潟
県

柏
崎
市
）
へ
行
き
、
私
塾
を
開
く
が
、
同
年
の
大
飢

饉
や
柏
崎
の
代
官
・
豪
商
の
不
正
が
あ
っ
た
た
め
、

翌
年
、
大
塩
の
乱
に
呼
応
し
て
、
柏
崎
で
陣
屋
襲
撃

を
決
行
し
た
が
、
失
敗
し
て
自
殺
し
た
。

※

国
字

神
代
文
字
。
日
本
で
、
漢
字
渡
来
以
前
に

古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
文
字
。古
来
、

神
道
家
な
ど
の
間
に
そ
の
存
在
が
信
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
現
在
で
は
す
べ
て
後
世
の
偽
作
と
さ
れ
る
。
江

戸
後
期
に
は
、
平
田
篤
胤
の
「
神
字
日
文
伝
」（
存

在
説
）、
伴
信
友
の
「
仮
字
本
末
」（
否
定
説
）
そ
の

他
の
論
争
が
あ
っ
た
。
篤
胤
が
最
も
確
実
だ
と
主
張

し
た
「
日
文
」
は
、
ハ
ン
グ
ル
の
影
響
下
に
あ
る
こ

と
が
明
白
で
あ
っ
て
、
今
日
で
は
全
く
否
定
さ
れ
て

い
る
。

※

契
沖

一
六
四
〇
―
一
七
〇
一
。
江
戸
前
期
の
国
学

者
、
僧
侶
。
実
証
的
な
文
献
学
的
方
法
を
確
立
し
、

近
世
国
学
発
展
の
礎
石
を
築
い
た
。『
万
葉
集
』
な
ど

古
典
の
研
究
を
行
い
、『
万
葉
代
匠
記
』
な
ど
の
著
書

が
あ
る
。

※

賀
茂
真
淵

一
六
九
七
―
一
七
六
九
。
江
戸
中
期

の
国
学
者
、
歌
人
。
日
本
古
代
精
神
（
古
道
。
儒

教
・
仏
教
の
影
響
を
受
け
な
い
純
粋
な
日
本
固
有
の

道
）
の
復
活
を
主
張
。
古
典
の
文
献
学
的
研
究
を
し
、

『
万
葉
考
』『
国
意
考
』
な
ど
を
著
す
。

※

本
居
宣
長

一
七
三
〇
―
一
八
〇
一
。
江
戸
中
期

の
国
学
者
。
伊
勢
（
三
重
県
）
松
坂
の
医
者
。
古
典

の
文
献
学
的
研
究
に
よ
っ
て
古
道
を
体
系
付
け
、
国

学
を
大
成
。
も
の
の
あ
わ
れ
論
で
『
源
氏
物
語
』
を

評
価
し
た
。
ま
た
、『
古
事
記
伝
』
を
著
し
、
漢
心

（
か
ら
ご
こ
ろ
）
で
あ
る
儒
教
を
排
し
、
日
本
古
来

の
精
神
「
真
心
（
ま
ご
こ
ろ
）」
に
返
る
こ
と
を
主

張
。
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※

平
田
篤
胤

一
七
七
六
―
一
八
四
三
。
江
戸
後
期

の
国
学
者
。
復
古
神
道
を
体
系
化
。
宣
長
の
後
継
者

を
以
っ
て
自
認
し
た
が
、そ
の
文
献
学
は
継
承
せ
ず
、

国
粋
主
義
・
排
外
主
義
の
傾
向
が
強
く
、
幕
末
の
尊

王
攘
夷
運
動
に
影
響
を
与
え
た
。

※

十
三
体

平
田
篤
胤
は
、『
古
史
徴
開
題
記
』
及
び

『
神
字
日
文
伝
』
に
、
出
雲
大
社
、
鹿
島
神
宮
、
大

神
（
大
三
輪
）
神
社
な
ど
に
伝
え
ら
れ
る
十
三
体
の

神
代
文
字
遺
文
を
紹
介
し
て
い
る
。

※

出
雲
大
社

島
根
県
出
雲
市
。
出
雲
国
一
ノ
宮
。

大
国
主
神
を
祭
る
。
大
社
造
の
本
殿
は
古
代
建
築
様

式
を
伝
え
て
い
る
。

※

鶴
岡
八
幡
宮

神
奈
川
県
鎌
倉
市
。
康
平
六
年

（
一
〇
六
三
）、
源
頼
義
が
山
城
国
石
清
水
八
幡
宮
を

鎌
倉
由
比
郷
に
勧
進
。
応
神
天
皇
・
比
売
神
・
神
功

皇
后
を
祭
る
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
源
頼
朝

が
現
在
地
に
移
す
。
以
来
、
源
氏
の
守
護
神
と
し
て

尊
崇
を
受
け
た
。

※

法
隆
寺

七
世
紀
初
め
に
大
和
（
奈
良
県
）
斑
鳩

に
聖
徳
太
子
が
建
立
し
た
寺
院
。
八
世
紀
初
め
に
再

建
さ
れ
た
も
の
が
現
存
。
斑
鳩
は
都
に
な
っ
た
こ
と

は
な
い
が
、
畿
内
な
の
で
「
洛
」
と
つ
け
た
か
。

※

壱
岐
鬼
窟
所
刻
神
字

長
崎
県
の
生
池
城
古
墳

（
壱
岐
郡
勝
本
町
百
合
畑
触
）
の
鬼
が
書
い
た
と
い

う
文
字
。

※

越
後
弥
彦
神
社

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
弥
彦
。

天
香
児
山
命
を
祭
る
。
中
世
に
は
越
後
一
宮
と
さ
れ

た
。

蕨
駅
（
武
蔵
国
足
立
郡
、
中
山
道
宿
駅
、
埼
玉
県
蕨
市
）、

北
は
根
岸
（
武
蔵
国
足
立
郡
根
岸
村
、
さ
い
た
ま
市
南
区

根
岸
）、
白
旗
（
武
蔵
国
足
立
郡
白
幡
村
、
さ
い
た
ま
市

南
区
白
幡
）、
岸
（
武
蔵
国
足
立
郡
岸
村
、
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
岸
町
）、
一
里
半
（
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
実
際

は
蕨
か
ら
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
こ
の
あ
た
り
に
坂
が

あ
り
、
焼
き
米
を
売
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
。

※

駅

主
要
街
道
に
置
か
れ
、
公
用
の
た
め
に
人
馬
を

用
意
し
た
。次
第
に
民
間
の
宿
泊
施
設
な
ど
も
整
う
。

江
戸
幕
府
で
の
正
式
名
称
は
「
宿
」
だ
が
、
駅
・
宿

駅
・
伝
馬
宿
・
馬
継
な
ど
と
も
い
わ
れ
た
。
宿
の
機

能
は
運
輸
・
通
信
・
休
泊
を
主
と
す
る
。

※

や
き
米
…
名
あ
り

さ
い
た
ま
市
南
区
根
岸
。
蕨

か
ら
浦
和
へ
行
く
途
中
、
さ
い
た
ま
市
立
南
浦
和
小

学
校
の
東
側
に
、「
焼
米
坂
」
と
呼
ば
れ
る
一
六
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
坂
が
あ
る
。
正
式
名
称
は
「
浦
和

坂
」。
江
戸
時
代
、「
新
名
物
や
き
米
」
の
看
板
を
掲

げ
、
中
山
道
を
通
る
旅
人
に
炒
っ
た
米
を
売
る
茶
店

が
何
軒
か
あ
っ
た
。
焼
き
米
は
茶
う
け
や
、
携
帯
で

き
る
こ
と
か
ら
、
道
中
で
一
時
の
空
腹
し
の
ぎ
と
し

て
貴
重
で
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か
「
焼
米
坂
」
と
い

う
呼
び
名
が
定
着
し
た
。

浦
和
駅
（
武
蔵
国
足
立
郡
、
中
山
道
宿
駅
、
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
）、
駅
の
南
に
月
よ
み
の
社
が
あ
る
。
額
に

「
調
神
社
」
と
書
い
て
あ
る
。
寺
を
月
山
寺
と
い
う
。
粟

倉
院
と
い
う
庵
室
が
あ
る
。
幕
府
か
ら
朱
印
状
で
所
領
を

確
認
さ
れ
た
土
地
が
七
石
、
針
谷
村
（
武
蔵
国
足
立
郡
針

ヶ
谷
村
、
浦
和
区
針
ヶ
谷
町
）、
落
合
（
武
蔵
国
足
立
郡

落
合
村
、
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
・
下
落
合
）、
天
沼

（
武
蔵
国
足
立
郡
天
沼
村
、さ
い
た
ま
市
大
宮
区
天
沼
町
）、

一
里
十
丁
（
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
大
宮
（
武
蔵
国
足

立
郡
、
中
山
道
宿
駅
、
大
宮
区
）
八
幡
の
社
、
こ
れ
は
武

蔵
国
一
の
宮
、
神
は
氷
川
大
明
神
、
松
林
の
道
を
包
ん
で
、

天
も
見
分
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
黒
く
茂
り
、
社
殿
ま
で
お
よ

そ
十
八
町
（
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
神
主
は
角
井
（
角
田
は
間
違
い
）
大
隅
守
、
叔
父

君
の
手
紙
が
あ
っ
て
、
か
ね
て
一
夜
を
借
り
た
い
と
頼
ん

で
い
た
が
、
先
を
急
い
で
い
た
の
で
見
た
ま
ま
通
り
過
ぎ

た
。

※

月
よ
み
の
社

延
喜
式
内
社
、
調
神
社
。
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
岸
町
。
伊
勢
神
宮
へ
納
め
る
貢
（
調
）

物
の
初
穂
を
納
め
た
倉
庫
群
の
中
に
鎮
座
し
て
い
た

と
伝
わ
る
。
中
世
、「
調
」
が
「
月
」
と
同
じ
読
み

か
ら
、
月
待
ち
信
仰
と
結
び
つ
き
、
江
戸
時
代
に
は

月
読
社
と
も
呼
ば
れ
た
。
旧
本
殿
や
現
在
の
社
殿
に

月
神
の
使
い
と
さ
れ
る
兎
の
彫
刻
が
あ
り
、
狛
犬
の

代
わ
り
に
兎
の
石
像
が
境
内
入
り
口
両
側
に
あ
る
。

※

月
山
寺

真
言
宗
、
調
神
社
の
別
当
寺
。
明
治
時

代
初
期
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
り
、
こ

浦
和
駅
、
駅
の
南
に
月
よ
み
の
社
社

〈
マ
マ
）あ
り
。
額
に
調ツ

キ

神

社
と
か
け
り
。
寺
を
月
山
寺
と
い
ふ
。
粟
倉
院
と
い
ふ

庵
室
あ
り
。
御
朱
印
地
と
い
ふ
も
の
七
石
天
沼
、
一
里
十
丁
、

大
宮
八
幡
の
や
し
ろ
、
是
、
武
州
一
の
宮
、
神
は
氷ヒ

川カ
ワ

大
明
神
、
松
の
は
や
し
道
を
つ
ゝ
み
て
、
天
も
わ
か
た

針
谷
村
、
落
合
、

ぬ
ほ
ど
黒
う
し
げ
り
、宮
居
迄
凡
十
八
町
あ
な
る
と
ぞ
。

神
主
角
田

〈
マ
マ
）大
隅
守
、
叔
父
君
之
伝
書
あ
り
て
か
ね
て
一

夜
を
か
ら
ん
と
頼
こ
せ
ど
、
さ
き
い
そ
げ
バ
見
過
す
。
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こ
に
あ
っ
た
勢
至
菩
薩
蔵
は
玉
蔵
院
に
移
さ
れ
た
。

月
山
寺
の
正
確
な
場
所
は
わ
か
ら
な
い
。

※

武
州
一
の
宮

延
喜
式
内
社
、
氷
川
神
社
、
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
。
大
宮
の
名
は
、「
お
お
い

な
る
宮
居
」
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
須
佐
之
男
命
・

稲
田
姫
命
・
大
己
貴
命
の
三
座
を
祭
る
。
出
雲
大
社

の
祭
神
を
迎
え
て
祭
っ
た
と
い
わ
れ
、「
八
幡
の
社
」

と
い
う
の
は
間
違
い
。
な
お
、
一
宮
は
、
平
安
時
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
行
わ
れ
た
一
種
の
社
格
。
朝
廷

ま
た
は
国
司
が
特
に
指
定
し
た
の
で
は
な
く
、
諸
国

に
お
い
て
由
緒
の
深
い
神
社
、
ま
た
は
信
仰
の
篤
い

神
社
が
勢
力
を
有
す
る
に
至
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
神

社
の
階
級
的
序
列
が
生
じ
。
そ
の
首
位
に
あ
る
も
の

が
一
宮
と
せ
ら
れ
、
以
下
、
二
宮
、
三
宮
、
四
宮
な

ど
の
順
位
を
つ
け
た
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
一

宮
が
他
社
に
移
っ
た
国
も
あ
る
。

※

宮
居
迄
凡
十
八
町

氷
川
参
道
が
旧
中
山
道
か
ら

分
岐
す
る
地
点
（
Ｊ
Ｒ
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
前
）
に

一
の
鳥
居
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
参
道
が
お
よ
そ
十

八
町
（
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。
略
地
図
参
照
。

生
田
万
と
道
々
楽
し
く
話
を
し
な
が
ら
行
く
。
万
が
言

う
平
田
氏
（
篤
胤
）
の
人
柄
は
、
他
人
と
雑
談
し
て
日
を

空
し
く
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
若
い
時
か
ら
力
を
著
述
に
こ

め
、
そ
の
初
め
は
医
者
で
あ
っ
た
の
で
、『
傷
寒
論
考
証
』

を
著
し
、
医
事
に
は
心
を
尽
く
さ
れ
た
。
成
人
し
て
か
ら

は
、
漢
籍
に
つ
い
て
の
学
問
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
書
物
を

見
開
い
て
み
た
け
れ
ど
も
、
漢
代
・
魏
代
以
前
の
文
で
な

け
れ
ば
読
ま
な
い
と
い
う
。
一
切
経
を
通
読
す
る
こ
と
三

度
に
及
ん
だ
と
い
う
。
だ
が
そ
れ
も
、『
日
本
書
紀
』
な

ど
を
考
証
す
る
た
め
に
、
そ
の
文
字
の
根
本
を
尋
ね
よ
う

と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
読
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
熟
語
な
ど
を
見
出
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
全

体
の
意
味
を
と
ら
え
、
お
お
よ
そ
の
知
識
の
み
で
止
め
て

お
く
。
お
お
よ
そ
漢
籍
を
読
む
場
合
は
、
皆
、
そ
の
よ
う

生
田
万
と
途
快
談
し
つ
ゝ
行
。
万
云
平
田
氏
の
ひ
と
ゝ

な
り
や
、
人
と
雑
談
し
て
日
を
む
な
し
う
す
る
を
い
と

ひ
、
若
き
よ
り
力
を
著
述
に
こ
め
、
そ
の
は
じ
め
く
す

し
な
り
し
か
バ
、
傷
寒
論
考
証
を
あ
ら
は
し
、
医
事
に

こ
ゝ
ろ
つ
く
さ
れ
た
り
。
ひ
と
ゝ
な
り
て
よ
り
ハ
漢
学

百
氏
の
書
を
見
ひ
ら
け
ど
も
、
漢
魏
已
上
の
ふ
み
な
ら

で
ハ
読
ず
と
ぞ
。
一
切
経
を
通
読
三
度
に
及
し
と
ぞ
。

さ
れ
ば
日
本
記

〈
マ
マ
）な
ど
考
証
せ
ん
に
、
そ
の
文
字
の
淵
源

を
尋
と
て
な
り
。
故
に
読
と
て
読
に
あ
ら
ず
、
そ
の
熟

字
等
を
見
出
し
、
そ
れ
よ
り
左
右
の
い
ミ
を
を

（
マ
マ
）略
識
の

ミ
に
て
止
む
。
大
凡
漢
書
を
よ
む
、
皆
左
の
如
し
。
国

学
著
書
に
い
た
り
て
ハ
其
数
実
に
牛
に
あ
せ
す
べ
し
。

か
ら
く
に
の
ふ
ミ
に
至
り
て
も
、
又
考
証
せ
る
も
の
多

し
。

氷
川
神
社
参
道
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で
あ
る
。
国
学
の
著
書
に
至
っ
て
は
そ
の
数
は
牛
に
汗
す

る
（
蔵
書
数
が
非
常
に
多
い
）
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
書

物
に
至
っ
て
も
、
ま
た
考
証
す
る
も
の
が
多
い
。

※

傷
寒
論
考
証

平
田
篤
胤
著
。
漢
方
医
が
金
科
玉

条
に
し
て
い
た
後
漢
の
張
機
著
の
古
医
書『
傷
寒
論
』

を
批
判
し
た
も
の
。

※

一
切
経

経
蔵
・
律
蔵
・
論
蔵
の
三
蔵
お
よ
び
そ

の
注
釈
書
を
含
め
た
仏
教
聖
典
の
総
称
。
大
蔵
経
と

も
い
う
。

※

日
本
紀

『
日
本
書
紀
』
の
こ
と
。『
日
本
紀
』
と

も
い
う
。
元
正
天
皇
の
七
二
〇
年
に
完
成
。
最
古
の

官
撰
正
史
。
舎
人
親
王
ら
編
纂
。
神
代
か
ら
持
統
天

皇
に
至
る
天
皇
中
心
の
国
家
成
立
史
。

（
篤
胤
は
、）
易
経
（
儒
教
の
経
典
で
五
経
の
一
つ
）
の

注
釈
は
、
そ
の
道
の
多
く
の
人
々
の
も
の
が
皆
悪
い
と
い

っ
て
、
連
山
（
中
国
古
代
の
夏
代
の
易
。
三
易
の
一
つ
）、

帰
蔵
（
中
国
古
代
の
殷
代
の
易
。
三
易
の
一
つ
）
の
深
い

意
味
よ
り
、
十
翼
（
易
の
注
釈
書
。
孔
子
の
作
と
伝
え
ら

れ
る
）、
子
夏
伝
（
子
夏
は
孔
門
十
哲
の
一
人
。
そ
の
評

伝
の
こ
と
か
）、
乾
鑿
度
（『
易
緯
坤
鑿
度
』
の
こ
と
か
）、

秦
漢
唐
宋
の
時
代
の
多
く
の
儒
者
の
説
を
取
捨
選
択
し
、

昔
の
人
の
い
ま
だ
発
見
し
な
か
っ
た
易
の
真
理
を
見
出
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
書
は
何
と
か
い
っ
た
が
、

名
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
篤
胤
は
、
い
つ
も
来
る
常
連
の

客
が
来
て
雑
談
す
る
の
を
嫌
い
、
遊
び
ご
と
は
す
べ
て
捨

て
て
し
ま
っ
て
、
し
な
い
と
い
う
。
た
ま
た
ま
病
気
な
ど

を
し
て
歌
を
詠
む
時
は
、
一
日
に
二
三
百
首
も
の
歌
が
た

い
へ
ん
気
品
が
高
く
で
き
る
と
い
う
。

お
し
な
べ
て
一
つ
の
書
を
著
す
と
、
そ
の
勢
い
を
も
っ

て
（
さ
ら
に
）
一
二
種
の
書
が
著
せ
る
の
で
、
お
の
ず
か

ら
著
書
の
数
が
こ
の
よ
う
に
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
日
常

使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
肘
掛
は
、
左
の
肘
を
つ
く
方
が
く

ぼ
ん
で
し
ま
っ
て
、
厚
い
板
も
穴
が
あ
く
ほ
ど
に
な
っ
て

い
る
。

時
々
肘
を
痛
め
て
寝
込
む
時
は
、
書
物
を
取
っ
て
放
さ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
御
年
は
、
い
ま
だ
六
十
に
は

至
ら
な
い
。
月
に
三
回
、
弟
子
に
教
え
る
。（
そ
の
内
容

の
）
多
く
は
自
分
の
説
が
あ
る
も
の
と
い
う
。

上
尾
（
武
蔵
国
足
立
郡
、
中
山
道
宿
駅
、
上
尾
市
本
町
）、

こ
の
道
は
た
い
へ
ん
遠
い
の
で
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

万
に
自
分
が
宿
泊
す
る
所
ま
で
行
っ
て
一
夜
を
語
り
明
か

そ
う
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
の
だ
が
、（
万
は
）
た
い
へ

ん
疲
れ
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
駅
に

宿
を
借
り
た
。

※

此
駅

生
田
万
が
崋
山
と
別
れ
て
泊
ま
っ
た
宿
駅

は
、
こ
の
文
か
ら
「
上
尾
」
の
よ
う
に
も
読
め
る
が
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
版
『
渡
辺
崋
山
集
』
は
「
浦
和
」、

芳
賀
徹
著
『
渡
辺
崋
山
　
優
し
い
旅
び
と
』
は
「
大

宮
」
と
し
て
お
り
、
真
実
は
不
明
。

生
田
万
の
お
も
か
げ
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。（

続
）

易
の
註
、
諸
家
皆
あ
し
く
と
て
、
連
山
、
帰
蔵
の
深
義

よ
り
十
翼
、
子
夏
伝
、
乾
鑿
度
、
秦
漢
唐
宋
諸
儒
の
説

を
取
捨
し
、
故
人
未
発
の
易
理
を
見
出
し
け
り
と
ぞ
。

其
書
ハ
何
と
か
い
ひ
し
、
名
を
わ
す
れ
た
り
。
篤
た
ね

常
客
の
い
た
り
て
雑
談
せ
る
を
い
と
ひ
、
ミ
や
び
ハ
皆

す
て
ゝ
せ
ず
と
。
適
々
病
な
ど
し
て
歌
よ
む
時
ハ
一
日

に
弐
三
百
首
い
と
気
高
う
出
来
る
と
ぞ
。

凡
一
書
を
著
す
、其
余
波
を
も
て
一
二
種
ハ
出
来
ま
ゝ
、

自
ら
著
書
之
数
か
く
ハ
さ
わ
な
る
な
り
。
常
に
用
ゆ
る

処
の
お
し
ま
づ
き
、左
り
の
ひ
ぢ
つ
く
方
窪
う
な
り
て
、

厚
キ
板
も
う
が
つ
ば
か
り
な
り
。

折
々
ひ
ぢ
い
た
め
て
寝
る
時
ハ
、
書
を
取
て
は
な
た
ず

と
ぞ
。
御
年
未
六
十
に
い
た
ら
ず
。
月
三
た
び
学
び
子

に
お
し
ゆ
。
多
く
ハ
お
の
れ
が
説
あ
る
も
の
と
ぞ
。

上
尾
こ
の
道
い
と
遠
し
て
日
暮
れ
た
り
。
万
に
我
や
ど

る
か
た
ま
で
来
て
ひ
と
よ
を
語
あ
か
さ
ば
や
と
申
せ
し

生
田
万
お
も
か
げ
か
く
あ
り
し
。

か
ど
、
い
と
つ
か
れ
に
つ
か
れ
た
れ
バ
と
て
、
此
駅
に

や
ど
か
る
。
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二
月
十
二
日

登
城
す
る
と
、
藩
主
康
直
が
水
川
と
谷
口
（
い
ず
れ
も

田
原
市
南
神
戸
町
）
へ
行
く
お
供
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
昼

食
後
、
三
浦
舎
人
と
と
も
に
出
か
け
ま
す
。
船
倉
橋
か
ら

漆
田
に
到
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
様
子
を
、
崋
山
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
平
田
、
小
阜
、
池
、
所
々
に
あ
り
て
後
ハ
蔵
王
、
藤

生マ
マ

の
山
々
は
る
か
に
屏
風
を
た
て
る
ご
と
く
一
面
に
見
わ

た
さ
れ
、
景
言
ハ
ん
か
た
な
し
。
池
ハ
雨
水
を
た
ゝ
え
た

れ
ど
波
な
く
て
清
し
。」

池
に
つ
い
て
、
舎
人
が
、「
皆
雨
水
な
れ
バ
旱
抜
の
時

ハ
土
わ
れ
て
水
涸
。」
と
言
い
ま
す
が
、
崋
山
は
、
日
照

り
の
時
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
鮒
や
蝦
が
出
る
の
を

見
る
と
、
清
水
の
湧
き
出
る
池
だ
が
、
水
の
湧
く
量
が
多

く
な
い
の
で
こ
の
よ
う
に
か
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

水
川
村
に
到
着
し
ま
す
。

「
道
の
左
右
小
松
多
し
。
百
姓
が
立
山
と
い
え
る
ハ
大

き
や
か
な
る
松
あ
り
、
お
な
じ
土
色
に
て
あ
な
れ
ど
、
斧

を
い
れ
ざ
れ
バ
か
く
な
る
べ
し
。」

「
ほ
う
べ
」
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。

「
浜
辺
下
ら
ん
と
す
る
数
丈
の
谷
あ
り
。
金
屏
を
折
空

並
べ
た
ら
ん
様
に
黄
赤
う
ち
ま
ぢ
り
た
る
中
に
松
の
生
ひ

出
る
風
光
言
ん
か
た
な
し
。
さ
れ
ど
甚
沢
せ
る
き
し
ハ
幾

十
丈
な
る
し
ら
ず
。
い
と
お
ど
ろ

く
敷
、
目
も
く
る

め
く
ば
か
り
な
り
。」

崋
山
は
、
沢
の
土
を
見
て
驚
き
ま
す
。
土
と
い
う
よ
り

も
砂
で
、
土
の
中
に
隙
間
が
あ
る
た
め
、
大
変
も
ろ
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
七
日
に
訪
れ
た
大
草
の
海
岸

と
比
べ
、「
凡
此
浜
辺
土
砂
の
ミ
に
て
大
草
浜
よ
り
ハ
ま

た
ひ
と
き
ハ
お
ど
ろ

く
し
く
幾
十
丈
な
る
を
し
ら
ず
。

小
松
所
々
に
生
ひ
て
砂
と
も
に
落
か
さ
な
り
て
、
自

ら

を
な
す
も
あ
り
、
又
落
の
こ
り
た
る
ハ
は
る
か
峯

め
け
る
崕
上
に
残
れ
（
る
）
も
あ
り
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
雨
が
降
る
と
土
が
流
れ
て
、
畑
の
中
も
谷

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
き
ま
す
。

浜
に
降
り
る
と
、
昨
日
網
を
か
け
鰯
が
大
量
に
と
れ
た

よ
う
で
、
何
十
里
と
あ
る
浜
の
砂
も
み
え
な
い
ほ
ど
に
、

鰯
が
干
し
て
あ
り
ま
し
た
。

『
田
原
町
史
』（
以
下
『
町
史
』）
に
、
明
治
維
新
前
の

太
平
洋
側
の
漁
獲
物
一
覧
表
が
載
っ
て
い
て
（
中
巻
二
八

一
ペ
ー
ジ
）、
二
月
は
「
大
鰯
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
田
原
藩
に
と
っ
て
鰯
は
、「
太
平
洋
岸
の
鰯
は
漁
獲

の
主
な
も
の
で
、
煮
干
と
し
て
庶
民
唯
一
の
「
だ
し
料
」

と
さ
れ
、
煮
出
し
の
材
料
と
な
り
、
棒
手
振
に
よ
っ
て
各

家
々
に
も
売
り
さ
ば
か
れ
た
。
豊
漁
の
場
合
は
「
ほ
し
か
」

（
干
鰯
）
と
し
て
肥
料
に
も
な
っ
た
。」（
上
巻
　
七
六
七

〜
七
六
八
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
ま
す
。

崋
山
は
、
大
量
の
鰯
に
つ
い
て
、「
こ
の
鰯
ハ
子
を
落

さ
ん
と
て
内
洋
に
入
る
ゝ
も
の
な
り
と
ぞ
。」
と
記
し
て

い
ま
す
。
太
平
洋
側
で
内
洋
と
い
う
の
も
お
か
し
な
こ
と

で
す
が
、「
谷や

」
は
、
ほ
う
べ
か
ら
の
流
水
や
侵
蝕
が
作

っ
た
入
込
み
（『
町
史
』
中
巻
二
一
八
ペ
ー
ジ
）
の
こ
と

で
、「
谷
ノ
口
」
と
い
う
の
は
遠
州
灘
の
入
江
の
深
い
谷

か
ら
付
け
ら
れ
た
地
名
な
の
で
、
内
洋
と
表
現
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

全楽堂日録



さ
て
、
こ
の
日
の
康
直
の
目
的
は
、「
君
上
近
侍
御
連

れ
あ
り
て
兎
網
を
引
わ
た
し
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
兎
狩

り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

崋
山
は
、
兎
狩
り
の
方
法
を
記
し
て
い
ま
す
。
網
を
張

っ
た
後
、
林
に
入
り
、
左
右
か
ら
声
を
発
し
ま
す
。
声
に

驚
い
た
兎
は
山
上
に
走
り
登
ろ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
網

に
か
か
っ
て
身
動
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

網
の
所
で
静
か
に
待
っ
て
い
た
人
が
「
各
杖
を
と
り
て
打

こ
ろ
」
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
か
の
場
所
に
移
っ
て
、
同

じ
こ
と
を
し
ま
す
。
康
直
も
杖
を
と
っ
て
「
三
捲
ま
で
あ

り
し
が
、
わ
ず
か
壱
疋
な
ら
で
ハ
獲
ざ
り
し
な
り
。」
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
す
。
獲
っ
た
兎
を
ど
う
し
た
の
か

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
食
用
に
し
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。『
町
史
』
上
巻
に
は
、「
明
治
末
期
ま
で
は
、
こ

の
地
方
の
食
料
・
食
品
に
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。」
と
し
て
、「
鹿
・
猪
・
兎
な
ど
の
肉
類
も
食
料
で
あ

っ
た
。」（
七
六
一
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
の
夜
は
、
江
戸
に
手
紙
を
出
し
た
よ
う
で
す
。

弟
の
五
郎
へ
も
手
紙
を
書
い
た
よ
う
で
す
。

崋
山
が
こ
の
日
記
を
書
い
て
い
る
の
は
旧
暦
の
二
月
で

す
が
、「
此
一
両
夜
、
藪
蚊
多
シ
」
と
あ
る
の
で
、
天
保

四
年
は
暖
冬
の
年
で
あ
っ
た
か
、
崋
山
が
他
の
虫
を
藪
蚊

と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
日
の
兎
狩
り
の
獲
物
で
し
ょ
う
か
、「
兎
を
写
す
。」

と
、
兎
の
絵
を
か
い
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

「
又
肉
を
賜
る
。」
と
あ
る
の
で
、
兎
の
肉
を
食
べ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
前
半
は
、
生
類
憐
み
の
令
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
表
面
上
は
肉
食
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
半
に

な
る
と
、
町
人
を
中
心
に
、
盛
ん
に
肉
食
が
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
食
肉
に
つ
い
て
は
、「
生
活
情
報
シ
リ
ー

ズ
⑱
　
食
肉
の
知
識
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）」（「
食
肉
の
知
識
」
で

検
索
す
る
と
ヒ
ッ
ト
す
る
）
に
、
そ
の
歴
史
が
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

崋
山
は
、
珍
し
い
物
を
見
た
り
食
べ
た
り
す
る
と
、
感

想
を
記
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
日
の
記
述
は
、

感
想
が
な
い
の
で
、
肉
を
目
に
し
た
り
食
べ
た
り
し
た
こ

と
は
崋
山
に
と
っ
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

午
後
は
、
川
澄
又
二
郎
が
来
て
藩
政
に
つ
い
て
話
を
し

た
よ
う
で
す
。

「
稚
海
藻
の
点
検
有
之
」
と
だ
け
あ
り
、
海
藻
が
何
な

の
か
、
場
所
が
ど
こ
な
の
か
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、『
町
史
』
中
巻
に
「
田
原
湾
に
面
し
た
浦
、
吉
胡

部
落
で
は
、（
略
）
海
藻
を
対
象
と
し
た
」（
二
一
八
ペ
ー

ジ
）
漁
労
で
、「
田
原
湾
外
に
面
し
た
波
瀬
、
片
浜
、
白

谷
、
仁
崎
、
馬
草
な
ど
」（
同
）
は
明
治
中
期
以
降
、
浦

や
吉
胡
の
よ
う
な
漁
法
に
変
わ
っ
た
と
あ
る
の
で
、
浦
か

吉
胡
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
海
藻
と
あ
る
の
で
、
こ
ん
ぶ
か

わ
か
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
崋
山
の
田
原
行
は
、

田
原
藩
内
へ
の
海
苔
の
製
法
の
振
興
で
、
海
藻
は
海
苔
と

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
も
海
苔

の
場
合
は
「
海
苔
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
し
、
二
日
後
に

「
乾
苔
の
法
を
伝
ふ
」
と
あ
る
の
で
、
海
苔
で
は
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
続
）

研
究
会
員
　
柴
田
雅
芳
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二
日
目
（
十
一
月
十
五
日
）
は
、
Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
を
、
午

前
八
時
五
分
発
の
電
車
で
、
銚
子
へ
向
か
い
ま
し
た
。
約

五
十
分
で
銚
子
駅
へ
到
着
し
ま
し
た
。
レ
ン
タ
カ
ー
に
し

よ
う
と
い
う
話
に
な
り
、
駅
レ
ン
タ
カ
ー
を
調
達
し
て
現

地
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
駅
か
ら
約
一
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
「
新
町
　
大

手
　
町
奉
行
や
し
き
」
と
記
さ
れ
た
絵
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
場
所
を
訪
ね
ま
し
た
。
銚
子
は
明
治
ま
で
の
百
五
十
年

間
、
高
崎
藩
が
領
有
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
町
奉
行
や
し

き
は
、
高
崎
藩
銚
子
陣
屋
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
現
在
、
そ
の
敷
地
の
一
部
が
陣
屋
公
園
と
な
っ
て
残

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
平
成
十
九
年
に
陣
屋
町
史
跡

公
園
化
実
行
委
員
会
が
設
置
し
た
記
念
碑(

陣
屋
史
跡
メ

モ
リ
ア
ル
コ
ア)

が
あ
り
、
四
州
真
景
の
町
奉
行
や
し
き

の
絵
と
、
陣
屋
の
平
面
図
、
解
説
文
の
パ
ネ
ル
が
は
め
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
旧
陣
屋
跡
と

刻
ま
れ
た
大
き
な
石
碑
も
あ
り
ま
し
た
。
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次
に
、「
和
田
不
動
よ
り
海
を
見
る
」
と
記
さ
れ
た
絵

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
和
田
不
動

は
、
銚
子
市
内
の
植
松
町
市
営
住
宅
付
近
に
あ
り
ま
す
。

陣
屋
公
園
か
ら
約
五
分
で
、
現
地
に
着
き
ま
し
た
。
市
営

住
宅
に
隣
接
し
て
、
和
田
不
動
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
林

が
あ
る
だ
け
で
見
え
ま
せ
ん
。
林
の
中
へ
入
っ
て
行
く
遊

歩
道
が
あ
り
、
そ
こ
を
少
し
下
る
と
、
不
動
堂
が
現
れ
ま

し
た
。
不
動
堂
の
前
に
は
、
海
岸
方
向
へ
、
急
傾
斜
の
長

い
石
段
が
続
い
て
い
ま
す
。
石
段
が
正
面
で
、
裏
か
ら
入

っ
て
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

四
州
真
景
で
は
、
和
田
不
動
よ
り
海
を
見
る
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
で
は
港
が
造
成
さ
れ
、
海
岸
線
が
後
退

し
た
の
と
、
木
が
繁
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
海
は

よ
く
見
え
ま
せ
ん
。『
利
根
川
図
誌
』
に
、
銚
子
磯
巡
の

図
が
あ
り
、
和
田
不
動
も
、
海
沿
い
の
高
台
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
和
田
不
動
堂
　
和
田
の
南
、
山
の
上
に

あ
り
。
石
階
の
左
右
に
瀧
あ
り
。
風
景
至
っ
て
よ
ろ
し
」

と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
景
勝
地
の
一
つ
と
し

て
崋
山
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
、
不
動
堂
が
い
つ
の
も
の
か
は
、
不
明
で
し
た
が
、

灯
篭
に
は
文
化
八
年(

一
八
一
一)

の
文
字
が
あ
り
、
崋
山

が
訪
問
し
た
文
政
八
年(

一
八
二
五)

当
時
に
は
、
既
に
存

在
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
「
川
口
鵜
ノ
糞
石
」
と
記
さ
れ
た
絵
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
場
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
川
口
鵜
ノ
糞
石
は
銚
子

港
に
あ
り
ま
す
。
鵜
ノ
糞
石
と
呼
ば
れ
る
岩
は
、
利
根
川

河
口
と
銚
子
港
を
分
断
す
る
堤
防
の
先
端
に
現
存
し
て
い

ま
す
が
、
最
も
大
き
な
岩
は
堤
防
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
小
さ
な
黒
い
岩
が
海
中
か

ら
で
て
い
る
様
子
が
見
え
ま
す
。
た
だ
、
現
在
は
港
の
造

成
に
よ
り
、
崋
山
が
描
い
た
よ
う
な
景
色
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

銚
子
港
に
は
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
と
い
う
高
さ
約
五
十
メ

ー
ト
ル
の
タ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
展
望
台
へ
上
る
と
、
港

の
す
ぐ
近
く
に
黒
生
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
確
認
で
き
ま

す
。「
穴
ヶ
崎(

メ
ト
ケ
ハ
ナ)

」
と
記
さ
れ
た
絵
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
場
所
も
、
銚
子
港
付
近
に
あ
る
は
ず
で
す
が

わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
こ
の
辺
を
探
し
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
を
降
り
ま
し
た
。
駐

車
場
を
出
る
と
す
ぐ
、
道
の
反
対
側
の
斜
面
の
上
に
、
女

男
ヶ
鼻
御
來
光
陣
s
之
碑
が
あ
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

斜
面
を
登
っ
て
石
碑
を
確
認
し
て
い
る
と
、
さ
ら
に
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
の
す
ぐ
下
あ
た
り
に
、
大
き
な
岩
が
あ
り
、
看

板
ら
し
き
も
の
も
見
え
ま
す
。
岩
の
前
ま
で
行
っ
て
み
る

と
、
銚
子
市
教
育
委
員
会
が
設
置
し
た
夫
婦
ヶ
鼻
の
地
層

と
い
う
説
明
の
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
が
、
間
違
い

な
く
モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
う
や
く

確
認
で
き
ま
し
た
。
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次
に
黒
生
と
記
さ
れ
た
絵
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
へ

向
か
い
ま
し
た
。
銚
子
港
か
ら
海
岸
沿
い
を
少
し
犬
吠
埼

方
向
へ
行
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。
現
在
も
地
名
が
残
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
黒
々
と
し
た
大
小
の
岩
が
海
の
中
に

点
在
し
て
い
ま
す
。
崋
山
が
「
ク
ロ
ハ
エ
　
小
湊
」
と
記

し
た
絵
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
、
海
岸
沿
い
に
小
山

の
よ
う
な
岩
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
通
称
「
丸

山
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
現
在
の
形
状
は
、
風
化
が
進
み
、
当
時
と
は
形
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
崋
山
の
絵
と
似
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

黒
生
付
近
で
昼
に
な
っ
た
の
で
、
木
村
主
事
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
、
銚
子
電
鉄
終
点
の
外
川
に
あ
る
店

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
銚
子
電
鉄
の
線
路
を
何
度

も
横
切
り
、
道
に
迷
い
な
が
ら
辿
り
着
き
ま
し
た
。
店
は

外
川
漁
港
の
す
ぐ
前
で
、
特
別
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
な

い
の
に
、
観
光
客
で
満
席
で
し
た
。
ふ
ぐ
を
は
じ
め
新
鮮

な
魚
料
理
で
、
十
分
満
足
し
ま
し
た
。

昼
食
を
終
え
、
長
崎
と
記
さ
れ
た
絵
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
場
所
へ
行
き
ま
し
た
。
海
岸
沿
い
を
走
る
道
は
高
い
堤

防
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
何
と
か
堤
防
の
切

れ
目
を
探
し
、
海
岸
へ
で
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
見
る
長
崎
は
、
小
さ
な
岬
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
先

に
、
岩
が
点
々
と
連
続
し
、
海
の
中
に
延
び
て
い
ま
し
た
。

岩
の
形
は
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
比
較
的
崋
山
の
絵
の
名

残
を
残
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
犬
吠
埼
へ
向
か
い
ま
し
た
。
休
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

世
界
灯
台
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
、
犬
吠
埼
灯
台
を
見

学
し
ま
し
た
。
最
上
部
か
ら
は
、
黒
生
、
長
崎
が
見
渡
せ

ま
す
。
灯
台
の
眼
下
に
は
、
黒
い
大
き
な
岩
が
い
く
つ
も

見
え
ま
す
。「
伊
勢
路
浦
　
胎
内
潜
　
犬
吠
埼
」
と
記
さ

れ
た
絵
の
モ
デ
ル
は
こ
こ
で
す
。
そ
し
て
、
胎
内
潜
は
犬

吠
埼
下
の
大
き
な
岩
の
一
つ
が
海
蝕
洞
穴
に
な
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
灯
台
を
下
り
、
少
し
歩
く
と
、

灯
台
の
崖
下
へ
続
く
遊
歩
道
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
遊

歩
道
は
崩
落
し
、途
中
で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

以
前
、
訪
れ
た
時
は
、
胎
内
潜
と
い
う
岩
の
、
す
ぐ
前
ま

で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
撮
っ
た
写
真
が
残

っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
貴
重
な
資
料
写
真
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

犬
吠
埼
で
午
後
三
時
を
回
っ
た
の
で
、
調
査
を
終
了
す

る
こ
と
に
し
、
銚
子
駅
に
戻
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
返
却
し

ま
し
た
。
午
後
四
時
三
十
八
分
発
の
特
急
し
お
さ
い
十
四

号
に
乗
車
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
銚
子
か
ら
東
京
へ

の
総
武
本
線
の
ル
ー
ト
は
、
崋
山
が
江
戸
へ
戻
る
際
に
、

八
日
市
場
ま
で
利
用
し
た
銚
子
道
に
沿
っ
て
い
ま
す
。
四

州
真
景
の
足
跡
を
た
ど
り
つ
つ
、
こ
の
旅
を
終
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

研
究
会
員
　
中
神
昌
秀
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